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主

一　
参
加
者
が
意
見
を
交
わ
し

， 　
た
分
科
会

催
¨
青
森
を
除
く
東
北
５
県

と
新
潟
、
栃
木
、
茨
城
、
埼

玉
の
各
県
か
ら
大
規
模
な
ス

ポ
ト
ツ
大
会
の
運
営
を
支
援

し
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
約

７０
人
が
参
加
し
て
い
る
。

９
グ
ル
ー
プ
の
分
科
会
に

分
か
れ
、
会
員
の
高
齢
化
間

題
や
会
員
数
を
増
や
す
方
法

な
ど
に
つ
い
て
意
見
を
交
わ

し
た
０
福
島
大
人
間
発
達
文

化
学
類
の
自
石
豊
教
授
が

「
さ
さ
え
る
ス
ポ
ー
ツ
の
楽

し
さ
」
と
題
し
て
基
調
講
演

し
た
。
最
終
日
の
１３
日
は
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
形
式
の

研
修
な
ど
を
行
う
。

・
東
北
地
区
で
活
動
す
る
ス
ポ

ー
ツ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

一
堂
に

会
す
る

「
東
北
ス
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ー
ツ
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ラ

ン
テ
ィ
ア
サ
ミ

ッ
ト
ｉ

ｎ
福

島
」
は
１２
ヽ
‐３
の
両
日
、
福
島

市
で
開
か
れ
て
お
り
、
出
席
者

が
活
動
報
告
や
技
術
の
研
さ
ん

な
ど
に
励
ん
で
い
る
。

Ｎ
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う
つ
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ま
ス

ポ
ー
ツ
ル
ー
タ
ー
ズ
の
主
催
（

福
島
民
友
新
聞
社
な
ど
後
援
。

東
北
各
地
で
毎
年
開
か
れ
て
お

り
、
県
内
で
は
初
開
催
¨
東
北

や
関
東
か
ら
約
７０
人
が
参
加
ｔ

た
っ初
日
は
自
石
豊
福
島
大
教
授

が

「
″
さ
さ
え
る
ス
ポ
ー
ツ
″
一

の
楽
し
さ
」
を
テ
ト
々
に
基
調

講
演
し
た
一
メ
ン
タ
ル
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
の
第

一
人
者
の
自
石
教

授
は
、
元
サ
ッ
カ
ー
日
本
代
表

監
督
の
岡
田
武
史
さ
ん
と
の
エ

ビ
ソ
ー
ド
な
ど
を
交
え
な
が

ら
、
ス
ポ
ー
ツ
指
導
の
在
り
方

な
ど
に
っ
ぃ
て
解
説
し
た
０
事

例
発
表
な
ど
も
行
わ
れ
た
。

‐３
日
は

「
ス
ポ
ト
ツ
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
楽
し
み
方
、
生
か
し

方
」
と
題
し
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ツ
シ
増
ン
な
ど
を
通
し
て
、

今
後
の
活
動
に
つ
い
て
の
提
言

も
行
う
。

スポ■シ支援の活動報告

福島で東北地区サミット
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サミツトで講演する白石教授


